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A N N I V E R S A R Y

2004年に学校法人興誠学園初の、4年制大学として誕生した本学

は、今年で創立20周年を迎えます。地域の課題を共に解決できる

人材、その地域で活躍できる人材の育成を基として、持続可能なま

ちづくり、人づくり、そしてここ浜松の魅力を発信することを目標に、

これまで多くの卒業生を輩出してきました。来年度より学部・学科

名を変更し、これまで以上に本学の資源を地域社会に還元してい

きます。

”地域は人を育て、人は地域を創る”私たちが住むこの街は多くの

人に支えられ、成り立っています。地域の未来を創る人材に必要な

のは、多様なコミュニケーション能力、そして「共創」の志であると

考えます。さあ、地域の新たな魅力づくりにあなたの力を活かして

みませんか。
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3POINT

2025年度から名称を変更し、学部名称は「地域共創学部」、学科名称は
「地域経営学科」・「地域子ども教育学科」へと生まれ変わります！「地域
経営学科」ではゼミ活動・フィールドワークを強化し、「地域子ども教育
学科」では、教員採用試験対策をより充実させ、新時代に向けた「スマー
ト保育士」の育成にも取り組みます。また、中学校教諭一種免許状（英
語・社会・保健体育）、高等学校教諭一種免許状（英語・地理歴史・公
民・保健体育）の取得が可能になります※。

02

県内1位

03

浜松学院大学が選ばれる3つの理由
～少人数教育だからこそ実現できる手厚いサポートで、あなたの未来をバックアップします！～

STRONG

2025年度

RE

2022年後半に登場し、その後も短期間でアップデートを続ける“生成

系ＡＩ”は、テクノロジー展開を、そして実社会の進展を指数関数的に

加速させています。これを“創発”と呼び、変化が早すぎる今こそ、地域

社会における若い真のリーダーが求められています。

本学は、母体である興誠学園の建学の精神、

「誠の精神　即ち　誠を興し　誠に行動し　誠を普くする」の下、

「高潔なる倫理観に立って、他を思いやることができる真に豊かな人間

性を基礎に、変化に対応できる想像力と実践力を身につけた職業人」

の育成を教育理念に掲げ、

・責任ある自己実現と社会貢献の人づくり

・専門的実務能力「能く生きる」と共生協調能力「善く生きる」

を兼備する人材の育成に取り組んでいます。

本学では、この教育理念の下、教職員と学生との距離が近い言わば

「一人ひとりの顔が見える教育」を展開し、この２０年間、専門知識と実

践力を兼ね備えた産業人材と教育人材を地域社会に輩出してきまし

た。卒業生は静岡県下の企業や教育界などで活躍しており、高い評価

をいただいています。地域は今こそあなたの活躍を待ち望んでいます。

浜松学院大学で学び、共に明日の地域を創造していきませんか。

地域は今こそあなたの

活躍を待ち望んでいます。

今井 昌彦浜松学院大学  学長

NEW

子ども
コミュニケーション
学科

地域共創
学科

（㈱大学通信「大学探しランキングブック2024」より）

（※）星槎大学との連携により取得。本学の学費以外に別途費用がかかります。

●2023年度就職率

●2022年度実就職率ランキング

県内1位
県内2 位
県内3 位

小学校教諭

男子バスケットボール部

地域経営学科

地域子ども教育学科

現 地域経営学科 現 地域子ども教育学科

幼稚園教諭

保育教諭 保育士

2022年度　2023年度 全日本インカレ ベスト24！
2023年度　全日本新人インカレ ベスト4！

キャッサバ芋の袋培地栽培プロジェクトの運営、JAF主催のコンテストで優秀賞を受賞、
（旧） 地域共創学科

（旧） 子どもコミュニケーション学科

浜松・浜名湖ツーリズムビューローと「体験型旅行商品」の開発・販売などを実施。

浜松市との連携事業をはじめ、こども園等で乳幼児や児童向けのイベントを数多く開催。
その他にも地域社会に貢献するさまざまな活動を実施し、好評を博しています。

新生「地域共創学部」

信頼の証
就職に強い浜松学院大学

全国で、地域で
活躍する浜松学院大生

2 0 周 年 の 節 目 に

地 域 共 創 学 部 、

地 域 経 営 学 科 、

地 域 子 ど も 教 育 学 科

に 生 ま れ 変 わ り ま す 。

04
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勤務先の職場環境はとてもよく、優しい先生方に囲まれていま

す。教員のやりがいは、子どもの笑顔を見ることができる点で

す。自分が関わることにより子どもが成長し、笑顔になっていく

姿を見て、“自分ももっと頑張らなくては”と思います。考えてい

た通りに進まず、悩んでしまうことも多くありましたが、子ども

の希望に満ちあふれた目を見ていると、その期待に応えたい、

と自然とやる気が出てきます。確かに教員の仕事は忙しく大

変なこともありますが、やりがいをとても感じられる仕事だと

思っています。

大学に入学した当初は不安でしたが、すぐに同じ夢に向かって切

磋琢磨しあえる仲間ができました。現在も休みの日には、大学

時代の友達と出かけています。職業が同じであることから相談が

しやすいため、浜松学院大学で仲間たちに出会えて本当によか

ったと思っています。大学の授業では、さまざまな指導法を教

えていただき、机上での知識だったものが実践に活かされるよ

うになりました。さらに私は特別支援教育についての授業を受

けていたため、現在は個々に応じた支援を考えながら、日々の

授業を実践しています。特別支援教育は発達支援学級で必要

だと感じていましたが、通常のクラスであっても多様な子ども

がいるため、大学で得た知識がとても役に立っています。

子どもたちの未来のために、いつまでも情熱を持って学び続け

られる教員でいたいと思います。

柴田 久瑠見さん
浜松市立小学校
子どもコミュニケーション学科（現 地域子ども教育学科） 2018年度卒業

大 学 で 学 ん だ こと が

教 育 現 場 で 役 立 って い ま す。

特 集 P i c k  u p

×

未 来 と
繋 が る

Voice
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私は地域共創学科（現 地域経営学科）3年次の長期企業

内留学で、浜松いわた信用金庫を留学先に選択しまし

た。地元就職を考えていた私にとって、現場を体験したこ

とで、自分自身が将来働いている姿をイメージすることが

できました。また、地域密着型である金融機関の業務内

容や地元経営者の方との面談などの経験が自身の見識

を広げ、成長に繋がり、就職活動中の大きなアドバンテージ

となりました。 今は地域のお客様に寄り添い、資産形成

や相続相談等を担当しています。「身につけた知識をお客

様と共有し、地域全体の金融リテラシー向上をサポート

する。」という学生時代に抱いていたこの目標を実現する

ため、働いています。先生や職員の方々には就職に限らず

さまざまな支援をしていただきました。学生の思いを後

押ししてくれる環境が浜松学院大学の良さだと感じます。 

齊田 真子さん

株式会社スズキビジネス

2019年度 地域共創学科卒業

H G U  O B / O G  I N T E R V I E W

小野 雅貴さん

浜松いわた信用金庫

地域共創学科 （現 地域経営学科）
2020年度卒業 

野寄 友理能さん

スズキ株式会社

地域共創学科 （現 地域経営学科） 
2020年度卒業

浜松学院大学には、学生を全面的に
バックアップしてくれる環境があります。

長期企業内留学に参加したことは
社会に出る前の貴重な経験になりました。

私が就職活動をしていた期間は、新型コロナウイルスが

流行し始めたタイミングだったため不安もありましたが、

日々の講義から就職活動まで、オンラインやメールも活用

しながら教職員の皆様から手厚いサポートをいただきま

した。とても感謝しています。

3年次に参加した長期企業内留学での3か月間は、実際

に企業に赴き社員の皆さんと一緒に働く経験をしました。

お客様への応対や立ち居振る舞いを学ぶことができ、社

会に出る前の良い経験になりました。

私は今、社内教育の仕事をしています。

講師や受講者と日々やり取りをするので、大学生活で学

んだ人と人とのつながりやコミュニケーションの取り方

がとても役立っています。

特 集 P i c k  u p

×
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齊田 真子さん

株式会社スズキビジネス

2019年度 地域共創学科卒業

大学での学びや
同じ志を持つ友人との出会いが、
教員としての自分を支えてくれています。

H G U  O B / O G  I N T E R V I E W

小学校のことも理解できる
保育者になりたいと考え、
浜松学院大学に進学しました。

松尾 開さん

静岡県立特別支援学校

子どもコミュニケーション学科
（現 地域子ども教育学科）
2021年度卒業 

同じ方向を向いて一緒に学べる友人が多くできたことが私

にとって、浜松学院大学で得た宝物です。特に子どもコミュニ

ケーション学科（現 地域子ども教育学科）は、子どもと関わる

仕事に就きたいと考えている学生が多いため、共に子どもへ

の接し方や授業づくりについて熱心に学んだり、時には子ど

もに対する考え方について意見し合い価値観を共有した

りすることで、より知識を深めることができました。

特別支援教育の現場は、やりがいを感じる場面が多くありま

す。障害のある子ども一人ひとりの実態に合わせた指導を考

え、実践して、反省する。これらを繰り返しながら、子どもの

成長が見られた瞬間や自分の指導スタイルを模索していく

ところにとてもやりがいを感じています。

私は幼い頃から、子どもと関わる仕事につきたいと考えていました。

自分の将来について考えた時、「小1プロブレム※」を経験し苦労した

自分を思い出し、小学校のことも理解できる保育者になりたいと

考え、小学校教育も学べる浜松学院大学に進学しました。大学では

DiCoResミュージアムの一環で、大学祭や浜松こども館で幼児向け

のイベントを行ったことが印象に残っています。参加した子どもたち

が思い切り楽しめるように仲間と何度も話し合い、企画・運営をしま

した。当日子どもたちが笑顔で歌ったり、踊ったりしていた光景は今

の自分の自信に繋がっています。現在は幼稚園で、年少児の担任をし

ています。幼稚園での多くの経験はその子の人格形成の基礎となり

ます。遊びを通した学びに繋がる環境づくりや計画を立てることはと

てもやりがいがあり、楽しく魅力的な職業であると感じています。

※小1プロブレム：小学校に進学するタイミングで新しい環境に適応できず、子どもがさまざまな問題を抱えること。

中澤 真琴さん

浜松市立幼稚園

子どもコミュニケ―ション学科
（現 地域子ども教育学科） 
2019年度卒業

特 集 P i c k  u p

×
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地 域 と
繋 が る
私は教師塾とプログラミングサークルに所属

しています。教師塾では、実務経験豊富な先

生方が教員採用試験の対策だけでなく、現在

の学校の様子や教員としての心構えなど、

経験を基にした手厚い指導をしてくださいま

す。同じ夢を持つ仲間と切磋琢磨し合いなが

ら、充実した日々を送っています。プログラミ

ングサークルでは、実際に近隣の小学校でプ

ログラミングについての授業を行います。初

めは不安でしたが、サークルのメンバーや先

生方と話し合い実践することで、多くの学び

を得ることができています。実際に子どもたち

が楽しそうに学んでいる姿を見ると、とてもや

りがいを感じます。

HAPハマガク（地域防災サークル）

自然災害などの被災地を訪れて復旧・復興の
手伝いをして防災力を身につけたり、そこで学
んだ知識や体験を発信したりする活動をして
います。未来のために、この活動を通して防災
意識を高めていきます。

地域×防災

多言語カフェ はまりす（保育実践センター）

英語、韓国語、ポルトガル語を楽しく学ぶ場所です。英語
が得意になりたい！ブラジルの文化を知りたい！ハング
ルが読めるようになりたい！所属する学生の目的はさま
ざまです。ポルトガル語カフェでは、クリスマス会や食文
化体験を行っています。

保育士や幼稚園教諭を目指す学生と親子の交流活
動です。 大学で専門的に学んだことを基に乳幼児が
楽しめるイベントを定期的に開催しています。実践的
な学びを通して地域の子育てに関わる貴重な機会
となっています。

地域×言語 地域×子ども

アクト通りふれあいデイ

アクト通りふれあいデイは、中心市街地の活性
化を目的とした地域独自のマーケットです。本学
の学生が中心となり設立した「NPO法人わたぼ
うしグランドデザイン」によって運営されていま
す。運営以外にも、地域住民を対象とした店舗を
出店しています。

地域×にぎわい

伝統芸能の継承

伝統芸能の継承に関する課題は、全国の自治体が
抱える重要な問題です。本学の学生は、浜松市で
継承されている国や市指定の無形民俗文化財など
の祭礼に積極的に参加し、同時にこれらの祭りの
運営にも従事しています。※写真：浜松市浜名区引
佐町「川名ひよんどり」に参加する学生の様子

地域×伝統芸能

スマイルスポーツ

スマイルスポーツは、地域の子どもたちの放課
後の居場所づくりをスポーツの力で進めてい
ます。学校や年齢、性別が違っても、子どもと
学生が一緒に遊べる「鬼ごっこ」で、スマイル
（笑顔）がいっぱいの空間が生まれています。

地域×スポーツ

地域×実務型活動実績（一部）

地域をフィールドに、社会に貢献できる力を養う。特 集 P i c k  u p

×

Voice

石川 湖の香さん
子どもコミュニケーション学科4年
（現 地域子ども教育学科） 
浜松学院高等学校出身

長期学外学修プログラム多彩な実務型
プログラム
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地 域 を フィ ー ルド に！

学 び と 研 究 を 通 して 、地 域 に 貢 献 で き る 人 材 を 育 成

私はＮＰＯ法人わたぼうしグランドデザイン※に所属し、地域課題

の解決に取り組む活動をしています。活動の一つに「まちづくりプロ

ジェクト」という取り組みがあります。活動を通して私たちは、空洞化し

た浜松市の中心市街地を大学生の力でにぎわいあふれるまちにす

ることを目指しています。その一環で、「アクト通りふれあいデイ」と

いうイベントの運営を行っています。今後さらににぎわいを創出する

ために、何が必要か考え、実行に移すことを目標に活動に励んでい

くとともに、地域コミュニティについて学んでいきたいと思います。

地域共創学科4年
（現 地域経営学科）
所属：NPO法人わたぼうしグランドデザイン
静岡県立清流館高等学校出身

※NPO法人わたぼうしグランドデザイン：浜松学院大学の学生が中心となって立ち上げた初のソーシャルアドベンチャー

古川 竣大

空洞化した浜松市の中心市街地をにぎわい
あふれるまちにすることを目指しています

所属しているゼミナールの活動の一環で、子育て支援ひろばや、

協働センターで親子でふれあうことができるイベントを開催しました。

0歳から2歳の子どもを対象として、手作りの玩具や手遊び、絵の

具を使った手形アート等、自分たちで考えた遊びを行いました。

浜松学院大学のゼミだからこそ味わうことができたものだと実感

するとともに、みんなで意見を出し合い、協力して一からイベント

を作り上げることに達成感とやりがいを感じました。この経験を

活かし、将来は人の役に立つ仕事に就きたいと思っています。

子どもコミュニケーション学科4年
（現 地域子ども教育学科）
所属：小楠ゼミ
静岡県立浜松大平台高等学校出身

黒木 汐乃

自分たちが考えた遊びで楽しむ、
親子ふれあいイベントを開催しました

浜松いわた信用金庫、はままつフラワーパーク、天竜浜名湖鉄

道株式会社の3団体が取り組む“天浜線 人と時代をつなぐ「花

のリレー・プロジェクト」”に参加しています。昨年の11月に行わ

れた発足式にも出席しました。定期的に活動について学内で話

し合いを行なったり、会議に参加したりしながら、若者の立場

から意見を出すことを意識しています。少しでも多くの方が天浜

線に乗車したいと思えるきっかけとなるよう、浜松市の学生代

表として貢献していきたいと思っています。

地域共創学科4年
（現 地域経営学科）
所属：観光プロジェクト研究会
静岡県立天竜高等学校出身

河合 藍璃

浜松市の学生代表として
地域に貢献しています

スマイルスポーツで、地域の子どもたちに運動遊びを通して、スポー

ツの楽しさ、面白さを伝えています。団体に所属した当初は、子どもた

ちとどのようにコミュニケーションをとるべきか分からない状態でし

た。しかし先輩方の話し方を参考にしたり、直接相談したりすること

で、子どもたちとの距離を縮めることができ、コミュニケーションの取

り方の勉強になりました。将来私は、ホテル業に就きたいと考えてい

ます。就職後、子どもを含めどのような方と接しても良い接客ができ

るよう、この活動で学んだことを活かせればと思っています。

地域共創学科2年
（現 地域経営学科）
所属：スマイルスポーツ
静岡県立浜松視覚特別支援学校出身

田尻 雄大

活動を通して自身の成長と
将来への展望が得られました

特 集 P i c k  u p

×HGUの学生活動
地 域とつ な が る 活 動
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社会人として求められる力を
学生時代に身につける
本学独自のディコレスプログラム

本学では社会人基礎力を身につけるため、地域の人や出来事と

向き合い、仲間と協力し、様々な活動に取り組みます。それは自

分自身と向き合うことでもあります。4年後には、社会における自

分の役割を見出し、責任を果たすことができる社会人へと成長

できることでしょう。

& with人・モノと向き合う 仲間と成し遂げる 最後までやり抜く

D i a l o g u e C o l l a b o r a t i o n R e s p o n s i b i l i t y

協 同対 話 責 任

「責任ある対話と協同」を主軸に
　　　　　　　　　　コミュニケーションスキルを磨く

地域の様々な企業・団体の見学や地域で活躍されている各界の
方々による特別講義(→P26)などを通して、地域のビジネスや地域
が抱える課題についての深い知識を修得します。

地域経営学科【1年次】

地域子ども教育学科【1年次】

地域のビジネス・課題を知ろう

幼稚園、保育所、認定こども園または福祉施設、小学校や特別支援
学校の現場で、子どもと関わる「観察体験」を行います。教育者・保育
者の心構えを学ぶとともに、自分自身のキャリア意識を形成します。

教育者・保育者の実態を知ろう

修得した知識やキャリア意識をもとに、地域企業研究や学修の成果
発表会「DiCoResエキスポ」（→P26）に取り組み、地域のビジネス
や課題解決の担い手として必要になる基礎的な力を身につけます。

地域経営学科【2年次】

地域子ども教育学科【2年次】

課題解決の力を身につけよう

乳児、幼児、小学生を対象とするイベント「DiCoResミュージアム」
を大学祭で企画・運営します。企画運営力や他者との協調性を身に
つけ、子どもの興味・関心を引き出す方法を創造します。

子どもの興味・関心を引き出そう

前期は長期企業内留学（→P27）に取り組みます。後期はゼミナ
ールで4年次の卒業研究の基礎となることを学びます。

地域経営学科【3年次】

地域子ども教育学科【3年次】

課題解決の力を磨こう

子どもの興味・関心に基づいた教育・保育実践を学びます。そして、
保育実習や小学校、特別支援学校での教育実習により、大学での
学びと教育・保育現場での実践との融合を図ります。

子どもの学びを深めよう

これまでの取り組みを卒業研究としてまとめます。地域に、4年間の
学びの成果を還元するとともに、知識と責任感を身につけ、地域社
会の担い手になります。

地域経営学科【4年次】

地域子ども教育学科【4年次】

地域社会の担い手へ

取り組んできた教育・保育実践を論文にまとめ、理論化する力を身
につけます。地域の方に向けた研究発表会で、プレゼンテーション
能力を磨くとともに、地域に学びの成果を還元します。

教育者・保育者として独り立ち

大学祭で「DiCoResエキスポ」や
「DiCoResミュージアム」を企画・運営。
企画運営力や協調性を身につける。

地域のあらゆる現場で継続的に
実践活動を行い、現場の声を聞きながら
実践力を身につける。

取り組んできた実践活動を、専門知識と
結びつけて理論化、研究し、卒業研究
発表会で報告。4年間の成果を形にする。

「自分」、「人」、「モノ」と真摯に向

き合い、専門的な知識を深め、新

たな実績を創り上げる。

自己完結ではなく、共通の目的を

掲げ、仲間との団結力で物事を成

し遂げる。

社会人としての社会的使命を自覚

し、逆境を乗り越え、最後までやり

抜く。

01 02 03 04現場のリアルを知る
観察体験

大きなイベントを成功させる
学内イベント企画・運営

学外で実際にやってみる
地域での実践活動

学んだことを発表する
研究発表会

特 集 P i c k  u p

×

「地域経営学科特別講義」さわやか株式会社　代表取締役 富田玲様（2023年11月14日講義の様子）

様々な職種の現場に出かけ、
将来自分が何になりたいのか
具体的なイメージを描く。
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参加学生は実践的な活動を通じて知識やスキルを積極的に

身につけ、同時に地域の課題に対して主体的なアプローチを

展開します。参加学生は理論だけでなく、実際の現場で「正解

のない課題」と向き合うことで、深い学びを得ることができ、

地域社会に対して有益な貢献を行う土台を築きます。

長期学外学修プログラム
アクティブラーニングの
手法を駆使し、地域課題に真摯に
取り組む機会を提供します。

特 集 P i c k  u p

×▲ プログラムのポイント

国内フィールドスタディ
［浜松市 天竜区］

浜松市内の中山間地域を研究フィールドに、地域課題に取り組みます。中山間地域
の高齢化及び若者流出は全国的にも大きな課題の一つです。中山間地域の伝統芸
能は、中山間地域の住民の連帯につながる重要な行事です。地域の伝統芸能の継
承に焦点を当て、伝統芸能の継承のプラットフォームを構築し、地域の特有な文化
や価値観の保存・発展に寄与します。

海外フィールドスタディ

参加前は初めての海外ということもあり、不安でしたがその気持ちはすぐにはれました。

ダバオで子どもたちに日本語を教える活動では、授業後に当日習った日本語で話しかけてくれ

ました。また、幼稚園での活動では私たちの似顔絵を描いてくれました。活動を通して、

物事を俯瞰してみること、事前にリスクに備えて対処法を考えておくことの重要性を学びま

した。この経験を活かし、今後は海外と浜松をつなぐ活動をしていきたいと考えています。

今後は海外と浜松をつなぐ活動を

Voice
内野 里穂さん
地域共創学科2年
（現 地域経営学科）

静岡県立浜北西高等学校出身

フィールドスタディを通して、
問題解決能力や批判的思考能力を
身につけることができます。

1年次

1年次

効　果

学科を越えた協働学修か

ら、異なる分野の知識や視

点を融合する学びを体験す

ることができます。

1年次に履修することで、

4年間の学びの動機づけと

なります。

正規科目として卒業単位

に認定。国内か海外もしく

は両方を体験できます。

高校での探究活動及び地

域課題研究を大学で発

展・接続できます。

大学生が主体となって地域の伝統芸能の継承に協力するという活動に興味を持ったこと

が、私が長期フィールドスタディを履修するきっかけでした。勝坂神楽と川名ひよんどりで

は、地域の方々の熱い指導から伝統芸能に対する強い思いを感じるとともに、現状との

ギャップや人口減少などの要因による継承の難しさなど、さまざまな課題が存在すること

を身に染みて感じました。また、祭り当日のにぎやかで活気あふれる様子から、地域と人々

をつなぐ伝統芸能の重要さを学びました。

伝統芸能は地域と人々をつなぐきっかけ

Voice
松井 歩乃華さん

子どもコミュニケーション学科2年
（現 地域子ども教育学科）
静岡県立新居高等学校出身 01

01Point 02Point 03Point 04Point

地域課題に取り組み、
地域の魅力や特性を理解し、

地域エンゲージメント（地域との一体感）を
深めることができます。

04

社会人として求められる基礎力を
身につけることができます。

02

専門科目群につながる基礎知識を
身につけることができます。

03

01 デジタル技術の活用による新しい
地域の伝統芸能の保護・広報・継承活動

02 伝統芸能継承プラットフォームを構築し、
地域内外の児童生徒の継承活動

浜松市の中山間地域で、伝統芸能を学び伝えていく！

浜松市天竜区春野町で400年間伝承される「勝坂神楽」の継承活動

［フィリピン共和国ダバオ市］

多くの日系人が居住するダバオ市内の公立学校での海外教育実習を経験し、静岡県西部地域
の公立学校における多文化共生の実現を目指します。ミンダナオ島に位置する豊かな緑と美し
い海に恵まれたダバオ市には、かつて1万人以上の日本人が都市づくりに貢献しました。現在、
静岡県西部地域の公立学校には、その子孫である日系人の児童生徒が多く在籍しています。

01 公立学校（幼稚園課程・初等課程）を持つDavao City Special School
において園児・児童・生徒への教育実習を実施

02 山間地域の公立学校であるBuatan High Schoolを訪問して、高校生と
交流しながら、保護者である部族から工芸品などを直接購入し、浜松市内で販売

03 海外にルーツがある浜松市内の小学校や高等学校に在籍する
児童生徒や高校生を対象に、学修やキャリアパスの支援活動

 

海外ダバオと日本をつなぐ！



活動事例

さわやか株式会社、コーケン工業株式会社、
株式会社SBSプロモーション、タニザワフーズ
株式会社、沢根スプリング株式会社　等

講　義

浜松いわた信用金庫、遠州信用金庫、公益財団法
人浜松・浜名湖ツーリズムビューロー、株式会社
mocha-chai（モカ・チャイ）

観　光

2120

「地域に役立つ実学」を
学び、地域を発展させる
地域共創センターは、大学の持つ知的資源を地域に結びつけるコー

ディネーターの役割を担います。学生は、地域経営学科、地域子ども

教育学科のアクティブ・ラーニングを取り入れた科目での学修を地

域共創センターを通して発展させ、浜松地域の課題の解決を目的と

したフィールドワークやさまざまな地域貢献活動に従事します。

これまでに、浜松市や浜松商工会議所などと包括連携協定を締結

してきました。今後も産学官連携や地域に根差した取り組みを充実

させていき、共同での研究や研修事業を推進し、教育・研究・社会

貢献が一体となった活動を実践していきます。

浜松市、浜松市天竜区勝坂地区自治会、公益財団
法人浜松国際交流協会（HICE）、浜松商工会議所

浜松学院高等学校、静岡県立浜松商業高等学
校、静岡県立天竜高等学校

団　体

株式会社フェニックス

企　業

教　育

教育や研究の成果を地域社会に還元するとと
もに、地域貢献として、地域の方々に開かれた
大学、学びの場であるために「浜松学院大学
公開講座」や「発達障害児指導法基礎講座」
を開催しています。

公開講座
本学の知的資源を活かし、地域社会の課題解決や地
域産業への貢献に対する連携活動を総合的に支援し
ています。（例）模擬起業体験・課題解決「モノづくり
プロジェクト」、生涯にわたる健康な心身を創る「スマ
イルスポーツと地域の子どもとの笑顔のかかわり」

地域社会・地域産業連携プロジェクト
学生の視点・発想による浜松地域の課題解決や
地域貢献に関する新しい取り組みに対し活動資
金を助成しています。（例）短編映画製作「浜松の
風景にストーリーを」、絵本製作「SDGs（多様性）
に関心を抱こう！絵本で繋がる虹プロジェクト」

浜松地域貢献アイデア発掘プロジェクト

地域 浜松学院大学
自治体
公益法人
民間企業
商工会議所
教育機関
商店街連合会
NPO

地域住民　他

学部学科・短期大学部・
事務局・付属機関・学生団体

地域共創センター（窓口）連携

協力
専門分野を
活かした

産学官および
地域連携推進

公開講座
など

学生活動
支援

フィリピン共和国教育省ダバオ市教育局

グローバル

連携事業実績※連携協定先を除く

連携企業・組織団体・自治体

地域共創センター

1.

2.

3.

建学の精神と教育理念に共鳴する以下の者を受け
入れます。

大学での学修に相応しい基礎学力を有し、
地域や世界の現状、あるいは教育や保育に
関心をもつ者。

地域や社会の課題解決、発展に寄与するこ
とに使命を感ずる者。

コミュニケーション能力の向上に意欲を持
ち、創造性豊かで行動力のある者。

実学教育を行う中で、以下の目標が達成できるよう
アクティブ・ラーニングに基づくDiCoResプログラ
ムを中核とした教育課程を編成しています。

以下に掲げる知識や能力を身につけ、所定の単位を
修得した学生に対して、卒業を認定し、学士（地域共
創）の学位を授与します。

入学者受け入れ方針

アドミッション・ポリシー

地域共創学部

教育課程の編成・実施方針 卒業認定・学位授与方針

カリキュラム・ポリシー ディプロマ・ポリシー

1.

2.

3.

人を思いやることができる人間性を涵養し、
責任をもって行動する力を修得する。

幅広い教養と専門分野に関する知識・技術
を学修し、それらを活用して諸課題を解決し
ていく判断力、創造力、実践力を修得する。

人々と活動する中で、多様なコミュニケーシ
ョン能力を高め、リーダーシップを発揮する
力を修得する。

1.

2.

3.

高潔な倫理観に立って、他を思いやることが
できる豊かな人間性を身につける。

地域やグローバル社会に対応できる幅広い
教養と専門的知識を活用して、課題解決で
きる力を身につける。

実践練磨の場における共生協調能力を身に
つける。

1.

2.

3.

地域経営学科

1.

2.

3.

地域社会のさまざまなフィールドでの学び
を通して豊かな人間性を涵養するとともに、
責任ある自己実現力を修得する。

グローバル化し、変容する地域社会のさまざまな
フィールドにおける幅広い分野と専門分野に関す
る知識・技術を習熟し、それらを活用して諸課題を
解決していく判断力、創造力、実践力を修得する。

地域社会のさまざまなフィールドにおいて活動
する中で、多様なコミュニケーション能力を高
め、リーダーシップを発揮する力を修得する。

1.

2.

3.

高潔な倫理観に立って、地域を愛し、地
域に貢献することができる豊かな人間性
を身につける。

グローバル化し、変容する社会に対応
できる幅広い教養と実践力を活用して、
地域社会の課題を解決できる力を身につ
ける。

地域社会におけるさまざまなフィールド
において「実践練磨」の場に生きる共生
協調能力を身につける。

大学での学修にふさわしい基礎学力を
有し、地域社会への貢献に強い関心を
持つ者。

グローバル化し、変容する地域社会の諸
課題の解決及び発展に寄与することに使
命を感ずる者。

コミュニケーション能力の向上に意欲を
持ち、地域社会の変革に取り組み、創造
性豊かで行動力のある者。

1.

2.

3.

地域子ども教育学科

1.

2.

3.

教育・保育実践を通して豊かな人間性を涵
養するとともに、責任ある自己実現力を修得
する。

教育・保育に関する幅広い教養と専門的知識、
技能に習熟し、それらを活用して課題を解決し
ていく判断力、創造力、実践力を修得する。

子どもに係わる協同的な活動をする中で、
多様なコミュニケーション能力を高め、
リーダーシップを発揮する力を修得する。

1.

2.

3.

高潔な倫理観に立って、慈愛をもって子
どもと関わることができる豊かな人間性
を身につける。

変革する教育・保育、子ども社会に対応
できる幅広い教養と実践力を活用して、
課題解決できる力を身につける。

教育・保育現場における実践練磨の場
に生きる共生協調能力を身につける。

大学での学修にふさわしい基礎学力を有
し、教育や保育に強い関心をもつ者。

教育・保育の抱える諸課題の解決及び発
展に寄与することに使命を感ずる者。

コミュニケーション能力の向上に意欲を
持ち、教育・保育に関して創造性豊かで
行動力のある者。

建学の精神 教育理念

HGU3つのポリシー

●責任ある自己実現と社会貢献の人づくり
●専門的実務能力「能く生きる」と共生協調能力
　「善く生きる」とを兼備する人材を育成

本学は地域を愛する若者が主体的に地域づくりにチャレンジできる風土と、未来ある産業を創出していき
ます。その使命を達成するために様々な分野における企業・組織団体・自治体等と連携して事業を推進して
います。(例)県内の地域課題について、地域と一体となって、解決方策の提言や課題解決のための実践的な
研究（ふじのくに地域・大学コンソーシアム）や、大学連携を通じた学生主体の地域活性化イベント事業、高
大連携に基づく「総合的な探究の時間」の支援を行っています。

浜松学院大学と地域等との連携

浜松市と連携・協力して、市の生涯学習を一層推進
することを目指す事業です。学生が講師となり、大学
での学びの成果を活かした講座を、市内の協働セン
ターなどで開講しています。（例）読み聞かせや手遊
び、親子体操でふれあう「親子で一緒に遊ぼう」

浜松市と大学との連携事業
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